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本誌 2 月号の特集は「Spinal dysraphism―最近の知見」でし

た．二分脊椎の患児にとっては，神経外科のみならず，整形外

科，泌尿器科，もちろん小児科，そしてリハビリテーション科な

ど多岐にわたる専門家によるチーム医療なくしては考え得る最

高の成長を遂げることが難しいです．最近では，このような

チーム医療の必要性から「ゆるやかなセンター化」が各病院で

試みられていますので，患児にとっては，良質な医療を受けら

れるチャンスが広がったことと思います．また，過去 10 年余り

を振り返りますと，立位・歩行補助装置や排尿機能障害に対す

る治療などについても，長足の進歩がみられているかと思いま

すし，将来的には再生医療の参画が期待される分野の 1 つでも

あります．

本疾患の問題点の 1 つは，患児は親の事情などで住居などを

移動することがまれならずあり，臨床情報を共有したうえにあ

る質の良い医療を継続的に受けることができなくなる恐れがあ

ることです．本疾患は決して小児期で完結するわけではなく，

継続的な経過観察やリハビリテーションなど多方面からのバッ

クアップと詳細で正確な医療連携が必要です．

本誌で 13 年ぶりに組まれたこの特集では，誌面の関係で諸問

題すべてを網羅することはできませんでしたが，主たる分野で

の最近の知見が紹介されています．脊椎脊髄疾患の現場に携わ

るわれわれ臨床家が再度この複雑な疾患の理解を深めること

は，先に述べた医療連携の意味からも，とても重要であると思っ

ています．われわれの懐が深く広がり，よりよいチーム医療を

継続的に供することで，何の罪もないのにハンディを負ってし

まった患児が幸せに育っていってくれることを願っています．
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